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マクロ均衡と期待 瀬地山 敏 1
ホッフズの初期論説「トヮキュデイデース
の生涯と歴史」について ・・・… 田中秀夫 m
資本制生産様式と































I L-1川I 則 1，十 1則 It+ 2朋|
各世代は各自由選好極大を行っているが，任意の期を上凶において縦にとると，その時に社会全
体の最適性が保証されることは稀有であろうというのが基本的問題意識である。ただし，この最/










さらに，キャス二ヤーリ (C剖 s& Yaari)は，二期間世代交錯経済"において



















6) キヤスエヤー リ IIJサミュヱルソン[6)書照的
7) 特暁な時間選好率をもつことが想定されていると考えられる。キヤスエヤーリ[1]参凧

































































まず，消費ロー γ モデルをザミュ=，レソ y に従って定式化しよう c 最初に，
Jをデノレの仮定は次の通りである。
仮定1
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ここで，aは時間選好率であり ，C，(t+i) (i~0， 1， 2)は t期に誕生した世代














































Co(t)ニー 1τ1Wo-T十{W，十(1+叫 T}凡 (6)l+ß+ß~L L"~' ，-， ..~/- J-'J 
C，(t十1)=百土s2[Wo-T十川+C1+m)T}Rほ (7) 
(5) 
C2(t+2)二了五百，1Wo-T十{W，+(1+m)T}R，1τ主ー (8) 1十日+s2L ，.U ~ I l ，.l I ，'" I "~-'.L J ..'-tJ R，Rt+l 
ω(7)(8)式と仮定4から世代の個人の貯蓄は，次式となる。
So(の=耳元一T-Co(t) (9) 
S，(t+1) = W，十(1+m)T-C，Ct+l) (10) 
S，(t+2) = -C2(t十日) (1司
次に，消費ローン市場に移ろう。任意。 tJ拐には，Bo(l+m)'人の t世代の
若年期の人々が各人 Co(のの消費をし，Bo(l+m)>->人の t-l世代目中年期
の人々が各人 C，Ct)の消費をし，同じ<， BoCl t "，)'-'人())t-2世代の老年











BoCl +m)'So(t)十BoC1+m)<-1S，Ct)十Bo(1+ m)'-2S2(t) 
=0 (t=O， 1， 2，・....)同
となる。 (4)~(8)，同同M式を使って，整理すると 20)， 
20) 数字付録I参照凶
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〔Wo-T)(β+s2)X
R，ニ W;X十T 十X(l十s2)
1 I CWo-T)X2s+ X's21 














例式は R の勤学方程式であり， ここ c::.の方程式が長期均衡解の っとして
生物学的利子率士含んでいる ζ とをみておこう。すなわち Rt=Rt_l= Rt_2. 












ような条件を求め， その条件を成立させている T の大きさを求めれば，われ
21) 数字付録E参照a
68 (282) 第 119巻第4・5号




以下， ιの T を求めにいく。同式を因数分解すると
r" rf nアヤ¥ 1 
(，1-X)P'-l目¥W，.許T吋jド(刊切+吋H何問2吹引'XJ





1 rW，-T¥ 1 
ただし Y，守山苛X干'T)Cβ十日')X十β'XJ
~(j 






















この意味することは，各個人が，生涯にわたって (Rも， ~， O) の所得流列を
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m=O.02 δ> 1.33 
mニ仏03 δ>1.34 





帥式のノレール T~ において Wo=W1=1 として各々3+30+d2 
の m の値と δ=1.00，δ=1.20を代入する。
人口成長率 時間選釘率 税率
m=-O.02 δ=1.00 T=0.134 
δ=1.20 1'=0.035 
m=-O.Ol δ=1.00 T=O.139 
δ=1.20 T=口040
m=O.OO 0=1.00 T=0.143 
δ=1.20 T=O.045 
m=O.Ol δ=1.00 T=O.147 
δ=1.20 T=O.050 
72 (2師〕 第 119巻第4.5号
m=0.02 δ=1.00 T=0.151 
δニ1.20 ・ Tニ0.054
111=0.03δ 1.00 T~0.155 
0=1.20 T=0.059 
上の表から例えば， 人口成長率が3パーセン卜で時間選好率が 100パーセントの場合
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